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2025年 6月2日（月）→ 9月30日（火）
[開館時間] 月－金 10：00～17 :00   会社の休日除く（最終入館16：30）　[場所] 田辺三菱製薬株式会社 本社2階　[入館料] 無料

　[予約] 田辺三菱製薬史料館ウェブサイトから要事前予約　[主催] 田辺三菱製薬株式会社　[後援] 大阪市中央区役所

田辺三菱製薬史料館10周年記念特別展

■ 開催日：2025年 7月5日（土）、8月2日（土）、9月6日（土）　■ 開催時間：午後2時～3時30分
■ 開催場所：田辺三菱製薬本社3F（大阪市中央区道修町3-2-10）　■ 対象：小学生以上（ただし小学生は保護者の同伴が必要です。）
■お申込み：右記の二次元バーコードにてご予約下さい。参加無料。定員になり次第、締め切り。

関連イベント 道修町ワークショップ
第1部 

第2部 

講演「くすりのまち・道修町を学ぼう！」 
薬研体験会「明治期のカレースパイスを作ろう！」
やげん



「道修町くすりのはじまり展」では、ふたつのテーマに基づいた展示を実施します。
創業当時に販売していた「たなべや薬」にスポットをあてた「田辺三菱製薬の“くすりの
はじまり”」コーナーと、生薬の時代から現代の創薬に至るくすりの歴史を紹介する「今へ
つながる“くすりのはじまり”」コーナー。さらには、知ってビックリ！意外なエピソードも学べる
おもしろくてためになる特別展です。

主催：田辺三菱製薬株式会社   後援：大阪市中央区役所
企画・運営：株式会社ビデオプロモーション

申込方法：予約は史料館ウェブサイトから   https://www.mtpc-shiryokan.jp/

■田辺三菱製薬史料館　
2015年に本社ビル2階に開館した史料館。江戸時代から今日まで、
345年を超える田辺三菱製薬の歴史とともに、日本の医薬品産業の
中心地として栄える大阪・道修町の歴史や医薬品産業の変遷を紹介。
「田辺三菱製薬のルーツを辿るくすりの道修町ゾーン」「田辺三菱製薬
の歴史を巡る あゆみゾーン」「田辺三菱製薬の次代を拓く いまと未来
ゾーン」の3つのエリアで構成され、大阪・道修町の歴史と文化、医薬品
の理解を深めるための市民向け展示施設。

［ご利用案内］
○ご来館にあたって
当館は完全予約制となっております。
ご来館の際は「来館予約」にてご予約の上ご来館ください。
※入館料は無料です。
※動物（補助犬は除く）は持ち込めません。
※飲食、喫煙、その他の利用者のご迷惑になる行為はご遠慮ください。

○休館日
土・日曜日、祝祭日、年末年始、会社の休日
※都合により上記以外の日も休館する場合があります。詳しくは来館予約システムでご確認ください。
※会社の休日の休館日については来館予約システムでご確認ください。

○開館時間
10：00～17：00
※入館は閉館時刻の30分前までとなります。

〈アクセス〉
●Osaka Metro御堂筋線 淀屋橋駅から徒歩約8分（8番出口
または11番出口）大阪梅田より淀屋橋駅まで1駅3分
●京阪電鉄 淀屋橋駅から 徒歩約10分［問合せ］ 06-6205-5100（史料館総合案内）
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17種の生薬で作られた「たなべや薬」を製造販売したことが田辺三菱製薬の歴史のはじまりで、江戸時代から
店を構えていたのが道修町です。唐薬種と和薬種の販売特権の公布からはじまり、西洋薬の台頭、製薬技術
の進化など、現在へ至る道修町とくすりの歴史について学べます。生薬から派生した「意外な食べもの」に
ついてのエピソードと「かやくごはん」の秘密にも触れるたのしい講演会です。

講演「くすりのまち・道修町を学ぼう！」 第1部 

明治期にカレースパイスが英国より伝来し、それをモデルに道修町の薬種問屋が
国産カレー粉として製造販売したとされます。生薬をすりつぶすための当時の器具
「薬研」を体験しながら明治期のカレー粉を再現するプログラムで、生薬とカレーの
つながりを学びます。参加者全員に「明治期のカレースパイス」をプレゼント。

薬研体験会「明治期のカレースパイスを作ろう！」

演者：深澤 恒夫（くすりの道修町資料館 館長）

監修：井上岳久（カレー大學 学長）

やげん

第2部 

関連イベント 道修町ワークショップ 開催日：2025年 7月5日（土）、8月2日（土）、9月6日（土）　開催時間：午後2時～3時30分

特別展 期間：2025年6月2日（月）～9月30日（火）

子どもも大人も楽しめるプログラムを開催！

＊＊＊＊ ワークショップの終了後に史料館を見学することができます。＊＊＊＊


